
「特別支援学校
の運動会」って
知っとる！？



特別支援学校の運動会って何するの．．．？

みなさんは、「特別支援学校（重複障害児）の運動会」と聞いて、どのようなものを浮

かべますか？パッと思い浮かばなかった人も多いのではないでしょうか。

ここでは、これまでの重複障害児教育総論で学んできたことを踏まえて特別支援学校の

運動会を知ることで、子どもの多様さとそれに対応する技術を学んでいこうと思います。

ˮ ễӾχכ◦ σ―Π μοᴡιϧΞ˯ρΜΞ Μのもと、一緒に考えていきま

しょう！

また、ここで紹介する競技はあくまでも一例です。ご了承ください。
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まずは、重複障害児教育の根本的な考え方をおさらいしましょう。

重複障害とは、複数の障害を併せ持っていることでした。重複障害児教育を考える際、

併せ持っているそれぞれの障害に対応する教育法を単純に合わせた教育法をすればよい

ということではないというのが、重複障害児教育の難しさです。

そのため、その子の実態をしっかりと見極めたうえで、オーダーメイドの教育を考えて

いく必要があります。

複雑で難しいのは間違いありませんが、だからこそ教材の幅が広がるし、「面白そう」

とポジティブにとらえることもできます！
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以上のことを踏まえて、私たちが経験してきた運動会とは“どこか違う“、特別支援学校

の運動会を覗いてみましょう！！

①VOCAを活用する（開会式・閉会式、他）

・「しゃべることが出来る子がいると、盛り上がります。いなくても、ボタンを押せば

録音した声がでるマシーンなどを使って、盛り上げます。」※１

自分で話すことができない子どもも、開会式や閉会式などで活躍することができます。

VOCAを活用することで、その子の「体を動かしてボタンを押す」という課題に取り組

むことができます。

これは運動会のみならず、様々な場面で使うことができますね。
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②「当たり前」の形なんてない！（玉入れ）

・「例えば、玉入れではなく「玉寄せ」。中心円を決め、それぞれのチームが全員で円

になり、中心円内を目指してボールを投げます。投げられない子は、スロープ台を使い

ます。中心円内に多くのボールがあったチームが勝ちです。」※２

玉なんて上に上げる必要なんてないんです、投げて落とせばいいんです！投げるのは体

の動きが難しいですが、投げるなら様々な代用方法がありますし、多様な子どもたちに

対応することができます。車いすに乗ったままでも参加することができますね。

また、円でなくても、長い長方形の型を囲むように全員並び、長方形の中の細い長方形

めがけて投げるようにすれば、さらに多くの人数が参加することができます。
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①・②から気づいたこと

・必ずしもみんなで一斉にやる必要はない

・既存の競技の形にとらわれないで良い＝発想の転換

・それぞれの子どもが、個人の課題にどのように取り組むかという観点で競技を考えて

いくことが大切

・使えるものは何でも使っていく！（VOCAなどの機器、その他）
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競技を考えてみた！

ここまでで、インターネットを使って、特別支援学校（重複障害児）の運動会の様子を

見てきました。ここで、私も運動会の競技を考案してみようと思います！

競技のタイトルは・・・「みんなでお花のボードを作ろう」

学校の設定は、重複障害児（肢体不自由・知的障害・自閉症のいずれかを併せ持つこと

とする）が多くを占める特別支援学校です。

次のページに、競技のイメージ図を掲載しています。
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考案した競技のイメージ図
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案を作って気が付いたこと

・アイデア力が問われる！

・競技自体の仕組みは超単純にした方が良い。そこから、個人の特性に合わせて後から

難易度を上げたり下げたりできるようにもするべき

・ガッツリとした競争の形式を採らないならば、最後に何かしら達成感のあるゴールを

作った方が良い

・個人の課題に向き合うことを第一目標にして考えるべき
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終わりに

特別支援学校の運動会を調べたり考えたりしたことで、改めて感じたことがあります。

それは、特別支援教育は各学校や教諭の裁量に任せられていて、その責任は大きいとい

うことと、だからこそ難しいけれど楽しいということです。正直、自分で競技の内容を

考えるのはとても難しかったですし、まだまだ自分の知識と技術が足りないと感じまし

た。ですが、知れば知るほど、やればやるほど、より楽しくなっていくのだろうなとも

感じました。

そして、特別支援教育に常識はないというのはすべての教科に共通していると思うの

ですが、運動会はその代表だと思いました。自分の中の当たり前を排除して、目の前の

子どもにどのように向き合っていくかということを教師は考えていく必要があると感じ

ました。

つまり、特別支援学校の運動会は、特別支援教育の大事な考え方がつまっていて、それ

が目に見える貴重な機会なのです！ ９



引用

・スライド番号３の※１とスライド番号４の※２

※１・※２：「特別支援学校の運動会 体を動かすことが出来ない生徒のプログラム」

著者：生きるちから舎

執筆日：２０１９年１１月

URL：https://ikiru - chikara.org/sportsday/

最終閲覧日：２０２３年１月２日
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